
もう一度確認！緊急自動車の譲り方

こんな時どうする？こんな時どうする？ Q&Aコーナー

道路交通法にもとづく義務

　救急車や消防車等の緊急自動車のサイレンが聞こえてきたら、その先には一刻を争う現場があり、ドライバーの皆さんの協力が
あるからこそ、緊急自動車で現場に向かうことができます。しかし、運転中に慌てて急ハンドルや急停車をすると危険です。そこ
で今一度、安全な走行のため緊急自動車の譲り方を確認してみましょう。

Q1：「赤信号で停車中に後ろからサイレンが聞こえたら信号無視
して進んでもいいですか？」

  A ：いいえ、赤信号を無視して進むことは基本的にできません。
原則として、信号の手前でそのまま停止を続けてください。
緊急車両は周囲を確認しながら通過していきます。警察官
の誘導がある場合は、それに従ってください。

Q2：｢サイレンは聞こえるけど、どこから来ているかわかりま
せん。どうすればいいですか？」

  A ：まずは落ち着いて、ミラーで後方や交差点の様子を確認しま
しょう。進路が不明でも、左側に寄って徐行することで緊
急車両の通行を妨げずに済みます。無理な進路変更や急停
止は避けて、安全第一で対応してください。

Q3：｢救急車で家族が搬送されました。心配なので、後ろから自
家用車で追いかけてもいいですか？」

  A ：お気持ちはよく分かりますが、お控えください。緊急自動車
は赤色灯やサイレンなど要件を満たしたうえで緊急走行を
しています。一般の自動車が、同じ行為をすると交通違反
や事故の原因にもなります。

　道路交通法第40条で定められている内容によると、「緊急
自動車*が接近してきたときは、車両は、道路の左側に寄って、
これに進路を譲らなければならない。」（一部省略）と記載され
ています。
違反した場合、緊急自動車妨害等違反による罰金と違反点数
が科せられます。
＊緊急自動車とは消防用自動車、救急用自動車その他の政令で定める自動車で、当該緊急用
務のため、政令で定めるところにより、運転中のものをいいます。（道路交通法第39条）

緊急車両が通れる道は、命がつながる道です。
　サイレンが聞こえたら、慌てず、落ち着いて円滑な通行のためご協
力ください。
　私たち消防だけでなく、住民の皆さん一人ひとりの行動が、地域の
安全と命を守ることにつながります。

一般道の譲り方
　左側に寄って、一時停
止します。対向車線で走
行中の車も同様です。

交差点付近でサイレンが
聞こえたら？
交差点の停止線で停車、また
は交差点を避けて停車します。

高速道路で
サイレンが聞こえたら？
追越車線を走行中は、走行車
線に入り緊急車両の通過を妨
げないようにします。

歩行者や
横断歩道で歩行中
サイレンが聞こえたら？
消防車が火災の現場に向かうときは、歩行者の方はご
協力をお願いします。
横断中は速やかに横断をお願いします。
※消防法第26条「消防車が火災の現場に赴くときは、車馬及び歩行者はこれに道路を
譲らなければならない。」

緊急自動車が
近付いてきたらどうする？
～命を守るための「譲り方」～

　救急車などが必要ないのに119番が発信されてしまった場合、電話を切らずに119番を受けた消防職員に「間違いでした、救急車・
消防車は必要ありません」とお伝えください。
　また、電話を切ってしまっても、すぐに消防機関から非通知の番号や固定電話の番号で折り返し電話をしますので、必ず折り返し電
話に出て救急車や消防車が必要かどうかをお伝えください。（一部抜粋：総務省消防庁）

急な怪我や病気で救急車を呼ぶか迷ったときは#7119で看護師等に相談できます。福島県の統計によると、2024年度は県内で23,367件の相談に
対応しました。発熱などの相談のほか、薬や育児についての相談も受け付けています。

救急電話相談救急電話相談救急電話相談
看護師等が対応

緊急の場合は119番通報！

県内のプッシュ回線
携帯電話から▶

ダイヤル回線・
IP電話から▶#7119 024‒524‒3020

病院？救急車？迷ったら…
相談無料 通話料は

利用者負担

危機を察知スマホの
緊急通報機能
知っていますか？

危機を察知スマホの
緊急通報機能
知っていますか？
緊急通報機能ってどんな機能？

こんな時に緊急通報してくれる

誤って通報した時の対応

　車の衝突や転倒など、スマートフォンが大きな衝撃を感知した後、一定時間ユーザーの操作がない場合に「重大な
事故」と判断し、自動で 119 番へ通報します。あらかじめ登録した家族などの「緊急連絡先」にも、現在地情報と
ともに緊急通報機能の作動が通知される設定も可能です。転倒により骨折のリスクが高い高齢者や車を運転する方に
有益な機能となります。

　スマートフォンをポケットに入れたまま動いたり、間違ってボタンを長押ししてしまったことで、意図せず緊急通
報が作動してしまうケースも増えています。

1．転びそうになり
緊急通報が作動

2．発信の状態で待
機してください

3．緊急性がなければ通信
指令員に緊急性がない
ことを伝えましょう

4．消防では緊急性がない
ことを確認するまでは
緊急車両を向かわせます

5．自分の生活に合わせて緊
急通報の設定を見直して
みましょう

□ 歩いてつまずき転倒した時 　　　□ 車を運転中に衝突した時
□ 自転車に乗って転倒した時 　　　□ 体調不良で倒れた時

スマートフォンが「異常」と判断すると、事前登録した連絡先や 119番に自動通知されます。

気づいたら
発信していた

緊急性がない場合

毎日

受付
24時間

停止


